
28 - 18
21 - 21
36 - 20

Ｃ 29 - 23
Ａ コート

 

成功 試投 成功 試投 成功 試投 OR DR TOT
0 * 0 1 11 12 2 5 2 4 4 8 3 2 0 0
3 0 0 1 1 1 0 2 1 2 3 5 3 2 0 0
6 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0
11 0 0 0 1 1 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0
12 * 0 0 11 17 6 9 2 6 4 10 2 1 0 1
14 0 0 0 0 1 4 4 2 0 0 0 2 1 0 0
15 0 0 0 1 2 0 0 1 0 0 0 1 0 0 0
25 * 1 2 2 5 3 4 3 0 2 2 4 4 1 0
45 * 5 11 1 5 0 0 4 0 11 11 7 0 0 0
51 0 0 1 4 6 0 0 2 1 3 4 2 0 0 0
70 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
75 0 0 1 3 6 0 1 2 0 4 4 3 0 0 0
76 0 0 0 2 2 1 2 1 0 0 0 1 0 0 0
78 0 0 0 0 0 4 4 0 0 0 0 0 0 0 0
88 * 0 0 1 3 0 0 4 1 1 2 3 5 1 0

0 0 0 0 0
6 17 38 61 20 31 24 14 34 48 31 15 2 1

成功 試投 成功 試投 成功 試投 OR DR TOT
2 0 0 0 2 3 0 0 2 0 0 0 3 0 0 0
5 0 0 0 1 2 0 0 2 0 0 0 2 0 0 0
6 0 4 4 1 5 0 0 2 2 2 4 3 1 0 0
7 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1 1 0 0 0 0
8 * 1 6 0 8 1 2 3 0 5 5 3 1 0 0
9 * 0 3 8 8 5 6 2 1 3 4 4 0 1 0
21 0 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
22 0 0 3 1 1 3 4 1 2 3 5 3 1 0 0
23 * 2 4 0 2 5 8 3 2 2 4 3 0 0 0
25 0 0 2 1 4 1 1 2 0 0 0 5 1 0 0
31 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
32 * 0 0 4 9 2 3 4 2 2 4 3 2 0 0
37 0 0 0 1 1 1 2 3 0 0 0 2 0 0 0
55 * 0 1 1 5 0 0 4 1 2 3 4 1 0 0

0 - - - - - - - - - - - - - -
0 0 0 0 0

8 24 20 48 18 26 29 10 20 30 35 7 1 0

２０１６年度関西学生バスケットボールリーグ戦

大阪産業大学

Ｆ REBOUND№

コ ー ト 勝ち点 7 勝ち点 6試 合 ＮＯ240

114 82

敗チーム

流通科学大学

男子

戦評
【総括】
関西学生バスケットボール2部リーグ戦1次リーグも残すところ2試合となった第8日目、最終試合はともにここまで勝
ち点6と暫定1位同士の流通科学大学と大阪産業大学の対戦カードとなった。この試合に勝利すれば1次リーグ1位
突破が濃厚となるだけに両チーム負けられない戦いだが前半、インサイドに長身を数多く有する大産大がゴール下
を支配し、身体能力で勝る流科大を抑え10点リードで後半を迎える。後半、流科大はシュートまでボールを繋ぐもの
のリングに嫌われ得点差が縮まらない。大産大も#88花田のファウルトラブルなど手痛いアクシデントはあったもの
の、インサイドと#45金の3Pシュートなどで得点を伸ばし続け勝利。1次リーグ残り1試合となった所で単独首位に躍り
出た。
【第1ピリオド】
笛が鳴ると同時に高さで大きく勝る大産大は長身の#12玉井、#0福原を中心にオフェンスを組み立てる。流科大もダ
ブルチームでゴール下を守るなど対抗しようとはするが#12玉井が幾度となくネットを揺らす。対する流科大も#32高
田、#8松浦が果敢にゴールまでドライブしていくが、大産大の高さに阻まれなかなか点数を重ねることが出来ない。
なんとか#8松浦、#6清水の3Pシュートで持ちこたえるが28-18と大産大のリードで第1ピリオドを終える。
【第2ピリオド】
大産大の高さに対抗するため流科大は#37山本を投入するもファールがかさんでしまう。またも流れが大産大にいっ
てしまうかと思ったが、得意のオールコートプレスで持ちこたえる。さらに#25佐藤、#9諏訪が気迫あるバスケットカウ
ントを披露するものの、未だ大産大リードは変わらず、49-39の大産大リードで第2ピリオドを終える。
【第3ピリオド】
第3ピリオドスタートと同時に互いのチームの矛と矛がぶつかり合う。大産大#45金が3Pシュートを決めれば、流科大
#6清水も決め返す。この均衡を破ったのは大産大#0福原。コート上を縦横無尽に駆け回り、10連続得点の活躍を
見せつける。#0福原の頑張りに#51宮本、#25松田らも答え小刻みにシュートを決める。勢いづいた大産大を流科大
は止めることができず、ずるずると差が付き85-59、大産大の大きなリードで第3ピリオドを終える。
【第4ピリオド】
なんとか巻き返したい流科大はオールコートでプレッシャーをかけ#22辻、#23龍を中心に得点を重ねる。しかし大産
大も攻撃の手を緩めず、パスでディフェンスを崩し得点を決め、#76大町のフリースローで100点目を迎える。40分間
集中力を切らすことなく、高さを武器にゲームを支配した大産大が114-82で一位通過への大きな一勝をあげた。

主審

関西学生バスケットボール連盟

八木・岡島(大教大)戦評高野 晃平 副審 高岡 雄太

記録

２部リーグ戦 勝チーム

試 合 日 2016.09.25
大阪産業大学開始時間 16:00

会　　場 大阪商業大学

永井 翔大 2 14

齋藤 大峰 2 3

Ｓ 選　手　名 ＦＴ MIN

福原 康司 24 28

AS ST BSTOPTS ３Ｐ ２Ｐ

大町 佑介 5 5

4 11

眞野 敏生 0 3

小川 亮平 0

吉田 涼太 4
22

金 ミンジェ 17 32

玉井 和尭 28 22
石原 力也

3

宮本 航 8 17

中村 謙太 2 3
松田 大樹 10 25

2
伊藤 瞬 6 10

合　　　計 114

花田 英次 2

200
RATE 35.3% 62.3% 64.5%

流通科学大学

№ Ｓ 選　手　名 ２Ｐ ＦＴ ＦPTS

Team / Coach: 露口 亮太

22

垣﨑 真吾 4 10

ST MINTO AS

諏訪 祐介 21

前田 凌 0
清水 雄太 14

REBOUND３Ｐ BS

粕谷 祐介 2 3

34
井上 健太 3 2

2
松浦 慎哉 4

佐藤 仁彦

28

3 12

辻 直弥 5 11
龍 季弥 11 18

1
34

山本 真弥 3 4
高田 竜豪 10

RATE 33.3%

-

0

41.7% 69.2%
200

足立 圭祐

Team / Coach: 天田 英彦 -
合　　　計 82

0 -
渡辺 航 2 19


